
把
握
及
び
餌
や
罠
等
へ
の
シ
カ
の
反

応
を
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
等
に
よ
り
確

認
す
る
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

(3)
シ
カ
の
捕
獲
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

シ
カ
の
効
果
的
・
効
率
的
な
捕
獲

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

に
蓄
積
さ
れ
た
詳
細
な
技
術
・
情
報

等
を
取
り
ま
と
め
こ
れ
を
活
用
す
る

必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
く
く
り

罠
に
関
す
る
優
れ
た
技
術
を
有
す
る

職
員
及
び
猟
友
会
等
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

等
を
行
い
集
約
し
た
、
「
く
く
り
罠

に
よ
る
捕
獲
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
暫
定
版
）
」

を
作
成
・
配
付
し
、
署
等
に
お
い
て

シ
カ
捕
獲
を
実
施
す
る
際
の
参
考
と

し
ま
し
た
。

(4)
職
員
に
よ
る
シ
カ
の
捕
獲

く
く
り
罠
に
よ
る
シ
カ
捕
獲
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
を
活
用
し
つ
つ
、
署
等
職
員

に
よ
る
シ
カ
捕
獲
を
実
施
、
本
年
度

か
ら
は
狩
猟
期
に
お
い
て
も
捕
獲
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１
月
に
は
捕
獲
技
術
の
情

報
交
換
・
共
有
を
図
る
た
め
に
、
捕

獲
を
実
施
し
て
い
る
職
員
等
の
参
画

を
得
て
「
シ
カ
捕
獲
業
務
検
討
会
」

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

(5)
シ
カ
の
生
息
域
拡
大
防
止
対
策

（
シ
カ
・
ウ
ォ
ー
ル
）

シ
カ
の
非
生
息
域
等
へ
の
進
入
に

よ
る
森
林
の
生
物
多
様
性
や
農
林
業

へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
シ
カ

の
広
域
移
動
を

規

制

す

る

柵

（
シ
カ
・
ウ
ォ
ー

ル
）
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、

シ
カ
の
生
息
密

度
が
高
く
な
っ

て
き
た
、
都
城

市
青
井
岳
地
域

か
ら
宮
崎
県
南

部
の
飫
肥
、
鰐
塚
山
地
域
へ
の
進
入

路
を
遮
断
す
る
た
め
、
宮
崎
県
と
連

携
を
図
り
つ
つ
、
広
域
移
動
規
制
柵

（
シ
カ
・
ウ
ォ
ー
ル
）
を
約
３
㌔
程

度
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
内
２
・
２
㌔
設

置
済
み
）

(6)
捕
獲
技
術
の
開

発
に
向
け
た
取
組

森
林
技
術
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
は
、

来
年
度
か
ら
の
本

格
的
な
試
験
に
向

け
て
、
本
年
度
は

各
種
罠
や
捕
獲
柵

へ
の
シ
カ
の
反
応

を
自
動
撮
影
カ
メ

ラ
等
に
よ
り
把
握
、

く
く
り
罠
や
箱
罠

の
効
果
的
な
設
置

方
法
の
調
査
、
捕

獲
柵
へ
の
シ
カ
の

誘
導
方
法
、
扉
の

仕
様
や
入
口
の
仕
様
等
に
つ
い
て
の

把
握
・
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

(7)
屋
久
島
世
界
遺
産
地
域
等
に
お
け

る
取
組

屋
久
島
に
お
い
て
は
、
屋
久
島
世

界
遺
産
地
域
科
学
委
員
会
の
下
に
ヤ

ク
シ
カ
対
策
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
設
置
し
、
科
学
的
知
見
に
基
づ

く
被
害
対
策
を
検
討
・
推
進
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
世
界
遺
産
の
ク
ラ
イ
テ
リ

ア
に
該
当
す
る
屋
久
島
西
部
の
垂
直

分
布
地
域
の
植
生
を
保
護
す
る
た
め
、

垂
直
方
向
（
間
断
的
）
に
植
生
の
保

護
柵
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

(8)
地
域
と
の
連
携
と
発
信

シ
カ
被
害
の
著
し
い
地
域
（
霧
島

地
域
、
八
代
・
球
磨
地
域
、
東
臼
杵
・

西
臼
杵
地
域
）
に
お
い
て
は
、
県
市

町
村
、
猟
友
会
等
の
参
画
を
得
て
、

九
州
森
林
管
理
局
主
催
に
よ
り
シ
カ

対
策
検
討
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
シ
カ
被
害
の
現
状
と
対
策

に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
２
月
に

開
催
予
定
と
し
て
お
り
、
取
り
組
み

状
況
等
に
つ
い
て
は
、
随
時
マ
ス
コ

ミ
や
様
々
な
媒
体
を
通
じ
て
発
信
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

シ
カ
の
被
害
対
策
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
、
実
証
試
験

の
結
果
に
基
づ
い
た
様
々
な
対
策
を

今
後
も
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
、
今
後
の
対
策
を
有
効
に
進

め
る
た
め
に
、
地
域
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
実
行
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
各
方
面
の
方
々

の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
文
責

指
導
普
及
課

課
長
補
佐

下
崎
哲
也
）
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局主催のシカ対策検討会議で検討する皆さん

お
わ
り
に



森
林
浴
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
て

30
年
近
く
が
経
っ
て
い
ま
す
。
今
で

こ
そ
す
っ
か
り
定
着
し
親
し
ま
れ
て

い
る
言
葉
で
す
が
、
そ
の
効
能
に
つ

い
て
は
医
学
的
な
デ
ー
タ
が
少
な
く

客
観
的
な
根
拠
が
整
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
こ
ろ

が
こ
こ
数
年
、
人

の
生
理
的
反
応
を

医
学
的
に
計
測
し
、

評
価
す
る
技
法
が

飛
躍
的
に
進
み
、

森
に
お
け
る
効
果
を
解
明
し
て
い
く

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
近
年
、
社
会
的

な
問
題
に
な
っ
て
い
る
生
活
習
慣
病

や
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
と
い
っ
た
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
全
等
の
治
療
と
し

て
、
癒
し
効
果
の
高
い
森
林
の
効
果

を
科
学
的
に
解
明
し
、
医
学
的
な
エ

ビ
デ
ン
ス
（
検
証
結
果
）
に
裏
付
け

さ
れ
た
森
林
浴
効
果
を
利
用
し
て
、

心
身
の
健
康
維
持
・
増
進
、
疾
病
の

予
防
を
行
う
た
め
の
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」

認
定
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
は
、
森
林
に
お
け

る
生
理
・
心
理
・
物
理
実
験
に
よ
る

科
学
的
検
証
と
自
然･

社
会
条
件
等

の
現
地
調
査
を
実
施
し
て
認
定
さ
れ

ま
す
（
セ
ラ
ピ
ー
の
機
能
が
確
認
さ

れ
た
歩
道
を
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
、
複

数
の
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
を
擁
す
る
森

林
地
域
と
健
康
維
持
・
増
進
等
に
資

す
る
メ
ニ
ュ
ー
等
を
提
供
す
る
施
設

等
を
擁
す
る
エ
リ
ア
を
森
林
セ
ラ
ピ
ー

基
地
と
い
い
ま
す
）
。

認
定
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
等
か

ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ソ
サ
エ
テ
ィ

が
行
っ
て
い
ま
す
。

認
定
さ
れ
た
個
所
は
、
平
成
22
年

４
月
現
在
で
全
国
で
42
カ
所
、
九
州

森
林
管
理
局
管
内
で
は
平
成
18
年
４

月
に
宮
崎
県
日
之
影
町
で
認
定
さ
れ

て
以
来
、
現
在
９
カ
所
（
国
有
林
野

を
含
む
個
所
は
５
カ
所
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

国
有
林
野
事
業
に
お
い
て
は
、
国

民
の
保
健
休
養
及
び
文
化
的
利
用
を

目
的
と
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
（
以
下
、
「
レ
ク
森
」
と
い
う
。
）

を
指
定
し
て
お
り
、
そ
の
レ
ク
森
内

に
お
い
て
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
か
ら
、

国
有
林
野
が
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
と

し
て
よ
り
良
く
活
用
さ
れ
て
い
る
優

良
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
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は
じ
め
に

森
林
セ
ラ
ピ
ー
認
定
と
国

有
林
野

森林セラピー個所位置図

宮崎県日南市大荷田国有林内に設置の森林セラピーロード図（宮崎南部森林管理署）



今
回
、
紹
介
す
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー

基
地
は
宮
崎
県
日
南
市
（
旧
北
郷
町
）

に
所
在
し
、
「
癒
し
の
郷
・
チ
ェ
リ
ー

タ
ウ
ン
北
郷
」
と
し
て
、
平
成
20
年

４
月
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
日
南
市

（
旧
北
郷
町
）
は
、
大
自
然
に
囲
ま

れ
、
「
緑
と
清
流
と
温
泉
の
町
」
と

し
て
、
訪
れ
る
方
を
優
し
く
迎
え
て

く
れ
る
人
情
味
豊
か
な
山
あ
い
の
癒

し
の
里
と
し
て
多
く
の
人
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

当
該
森
林
は
、
宮
崎
南
部
森
林
管

理
署
管
内
に
昭
和
51
年
に
レ
ク
森

（
猪
八
重
の
滝
風
景
林
）
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
る
個
所
で
、
日
向
灘
に

注
ぐ
広
渡
川
の
上
流
猪
八
重
川
が
区

域
の
ほ
ぼ
中
央
を
流
れ
、
七
つ
の
滝

群
と
奇
岩
渓
流
か
ら
な
る
男
性
的
な

渓
流
美
に
加
え
て
、
シ
イ
、
タ
ブ
等

の
常
緑
広
葉
樹
林
を
主
と
し
た
優
れ

た
森
林
美
を
呈
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
レ
ク
森
内
は
、
以
前
か
ら

日
南
市
（
旧
北
郷
町
）
に
お
い
て
、

遊
歩
道
、
休
憩
所
、
駐
車
場
等
の
施

設
の
整
備
が
行
わ
れ
、
ハ
イ
キ
ン
グ

や
森
林
浴
、
滝
群
の
探
勝
を
目
的
と

し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
多
く
の
人

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
南
市
（
旧
北
郷
町
）
か
ら

の
申
請
内
容
が
、
民
有
地
と
併

せ
国
有
林
を
対
象
と
し
た
区
域

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
局
・
署

に
お
い
て
は
日
南
市
（
旧
北
郷

町
）
か
ら
の
協
議
を
受
け
て
、

国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す

る
計
画
お
よ
び
各
種
事
業
と
の

調
整
を
行
い
、
そ
の
上
で
国
有

林
野
の
有
効
な
活
用
が
図
ら
れ
、

国
民
の
健
康
増
進
と
地
域
振
興

に
資
す
る
か
を
ポ
イ
ン
ト
に
判

断
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

当
該
森
林
は
前
述
の
と
お
り
、

保
健
休
養
、
教
育
文
化
等
の
活

動
を
行
う
場
と

し
て
広
く
国
民

に
親
し
ま
れ
て

い
る
個
所
で
あ
り
、

心
身
の
健
康
維
持
・

増
進
、
疾
病
の
療
養

を
行
う
た
め
の
森
林

セ
ラ
ピ
ー
と
合
致
す

る
面
も
多
く
、
管
理

経
営
上
支
障
が
な
い

と
判
断
し
、
認
定
に

同
意
し
た
と
こ
ろ
で

す
。当

該
森
林
は
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た

森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
推
進
す
る
た
め
に

関
係
機
関
の
連
携
、
協
働
に
よ
る
情

報
収
集
や
基
地
整
備
の
検
討
を
目
的

と
し
て
、
平
成
19
年
７
月
31
日
に
森

林
セ
ラ
ピ
ー
推
進
協
議
会
（
日
南
市

が
主
体
）
が
発
足
し
、
基
地
・
セ
ラ

ピ
ー
ロ
ー
ド
の
中
期
・
長
期
戦
略
及

び
整
備
方
針
等
の
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
平
成
22
年
４
月
に
は
森
林

セ
ラ
ピ
ー
の
森
林
を
ガ
イ
ド
す
る

「
北
郷
森
林
ガ
イ
ド
い
つ
つ
の
木
」

が
発
足
し
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
精
通

し
た
ガ
イ
ド
の
活
躍
に
よ
り
、
よ
り

一
層
地
域
の
振
興
等
に
活
用
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
に
つ
い
て
は
、
今

日
の
社
会
を
反
映
し
た
精
神
的
な
ス

ト
レ
ス
が
招
く
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

全
等
の
医
学
療
法
と
し
て
の
認
定
が

今
後
も
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

国
有
林
野
事
業
と
し
て
は
、
国
有

林
野
の
有
効
活
用
、
国
民
の
健
康
増

進
と
地
域
振
興
に
寄
与
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
関
係
機
関
等
と
の
調
整
を

図
り
つ
つ
、
今
後
も
協
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
文
責

国
有
林
野
管
理
課

企
画
官

小
原
豊
治
）
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森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
認
定

森
林
セ
ラ
ピ
ー

推
進
協
議
会
等

の
取
組

お
わ
り
に

猪八重渓谷

歩道の状況

渓谷を流れる清流と天然広葉樹林

五重の滝



「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
で

は
木
材
自
給
率
50
％
以
上
を
目
指
し
、

木
材
安
定
供
給
体
制
の
確
立
を
図
る

こ
と
と
さ
れ
、
九
州
森
林
管
理
局
で

は
、
間
伐
材
を
有
効
に
活
用
す
る
大

規
模
需
要
先
等
へ
定
時
・
定
量
・
定

価
格
で
丸
太
を
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム

販
売
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
産

材
の
需
要
・
販
路
の
拡
大
を
一
層
推

進
す
る
た
め
、
民
有
林
と
国
有
林
が

連
携
し
ロ
ッ
ト

を
ま
と
め
た
安

定
供
給
シ
ス
テ

ム
販
売
に
も
試

行
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

協
定
に
つ
い
て
は
、
国
有
林
お
よ

び
民
有
林
（
２
者
）
か
ら
販
売
予
定

の
素
材
の
樹
種
、
数
量
、
規
格
等
を

公
告
し
、
買
い
受
け
希
望
者
が
加
工

や
流
通
、
用
途
、
ま
た
Ｃ
材
等
未
利

用
材
の
有
効
活
用
を
積
極
的
に
進
め

る
企
画
提
案
を
応
募
す
る
企
画
競
争

形
式
に
よ
り
相
手
方
を
決
定
し
て
い

ま
す
。

平
成
22
年
度
は
、
素
材
販
売
の
約

92
％
に
あ
た
る
24
万
立
方
㍍
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

第
一
次
募
集
に
お
い
て
は
、
①
需

要
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
の
直
材
の
み
お
よ
び
曲
が
り
材

の
み
を
供
給
②
２
×
４
住
宅
部
材
用

材
と
し
て
ス
ギ
材
を
供
給
③
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
燃
料
用
や
集
成
材
用
材
等

と
し
て
Ｃ
材
等
未
利
用
材
を
供
給
④

森
林
認
証
材
（
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
材
）
と
し

て
付
加
価
値
を
高
め
た
供
給
を
再
開

⑤
公
募
に
よ
る
民
有
林
か
ら
の
参
加

者
は
２
者
で
１
７
２
０
立
方
㍍
を
供

給
等
が
特
徴
で
、
原
木
の
安
定
供
給

を
前
提
に
、
新
た
な
需
要
開
拓
や
流

通
段
階
に
お
け
る
更
な
る
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
促
進
し
、
そ
の
成
果
を
原
木

価
格
へ
反
映
で
き
る
よ
う
強
く
要
請

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
有
林
か
ら
の
間
伐
材
に

は
、
間
伐
材
証
明
を
付
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
間
伐
材
の
付
加
価
値
向

上
に
も
資
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

近
年
の
国
産
材
指
向
の
高
ま
り
や

製
材
工
場
の
規
模
拡
大
、
ま
た
Ｃ
材

等
未
利
用
材
に
対
す
る
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
へ
の
熱
い
期
待
等
に
伴
い
、

原
木
の
安
定
供
給
へ
の
要
請
は
、
益
々

強
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
九
州
管
内

の
民
有
林
・
国
有
林
が
一
層
連
携
し

た
よ
り
強
固
な
安
定
供
給
へ
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
木
材
利

用
の
拡
大
を
図
る
上
で
も
重
要
と
考

え
て
お
り
、
こ
の
安
定
供
給
シ
ス
テ

ム
販
売
の
取
り
組
み
が
民
有
林
へ
も

波
及
し
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の

確
立
に
資
す
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま

す
。
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は
じ
め
に

協
定
に
つ
い
て

お
わ
り
に

熊本県産材を使用したスタッド

スギ材を部材に使用した２×４住宅



九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
間
伐
材

の
有
効
活
用
と
儲
か
る
林
業
を
実
現

す
る
た
め
、
徹
底
し
た
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
と
生
産
性
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
高

性
能
林
業
機
械
と
列
状
間
伐
の
作
業

シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る
「
簡
易
で
崩

れ
に
く
い
作
業
路
」
の
普
及
・
定
着

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
民
有
林
も

含
め
た
技
術
の
普
及
・
人
材
の
育
成

を
図
っ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
も
、
こ
れ
ま
で
の
作

設
個
所
で
の
検
証
や
新
た
な
作
設
方

式
を
取
り
入
れ
た
検
討
会
を
各
署
等

で
実
施
す
る
な
ど
、
更
な
る
技
術
者

の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

崩
れ
に
く
い
作
業
路
の
作
設
実
績

は
、
平
成
19
年
度
94
㌔
、
平
成
20
年

度
２
９
２
㌔
、
平
成
21
年
度
４
６
４

㌔
と
着
実
に
定
着
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
管
内
事
業
体
の
開
設
技
術
者

（
オ
ペ
レ
ー
タ
）
も
約
２
０
０
人
と

な
っ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
技
術
の
向

上
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
民
有
林
の
開
設
作
業
を
行

う
技
術
者
の
技
術
の
向
上
を
図
る
た

め
、
講
師
を
派
遣
し
て
実
施
研
修
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
儲
か
る
林
業
を
実
現
す
る

た
め
、
路
網
整
備
や
人
材
育
成
な
ど

を
整
備
し
、
今
後
、
10
年
以
内
に
外

材
に
打
ち
勝
つ
国
内
林
業
の
基
盤
の

確
立
や
ド
イ
ツ
並
み
の
路
網
密
度
を

達
成
す
る
た
め
の
施
業
可
能
な
森
林

に
つ
い
て
、
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ

ム
に
必
要
な
路
網
密
度
（
車
両
系
：

１
０
０
ｍ
／
ha
、
架
線
系
：
30
～
50

ｍ
／
ha
）
を
確
保
出
来
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
般
、
森
林
・
林
業
再
生

プ
ラ
ン
推
進
本
部
の
下
に
設
置
さ
れ

た
路
網
・
作
業
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員

会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
「
森
林
作

業
道
作
設
指
針
」
が
定
め
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
現
在
の
「
簡
易
で

崩
れ
に
く
い
作
業
路
」
等
の
内
容
を

ベ
ー
ス
と
し
、
新
た
に
「
森
林
作
業

道
作
設
指
針
」
沿
っ
た
内
容
で
作
設

し
て
い
く
こ
と
と
な
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
技
術
開
発
と
技
術
の
研
鑽

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。（

文
責

販
売
課

課
長
補
佐

有
薗
敏
行
）
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は
じ
め
に

列状間伐と作業路状況（遠景）

（上）簡易で崩れにくい作業路で間伐材の搬出作業状況

（中）作業路を活用し列状間伐を完了の林内の状況

（下）路網・作業システムについて検討する皆さん

こ
れ
ま
で
の
取
組

林
業
再
生
へ
向
け
て



治
山
事
業
は
、
国
民
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
の
実
現
に
向

け
、
近
年
多
発
し
て
い
る
台
風
や
集

中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
発
生
し
た
災
害

個
所
に
つ
い
て
、
迅
速
な
現
地
調
査

等
を
行
い
一
日
で
も
早
い
復
旧
を
図

る
こ
と
。
ま
た
、
保
安
林
機
能
が
低

下
し
た
森
林
な
ど
に
つ
い
て
、
計
画

的
か
つ
効
率
的
な

整
備
を
行
う
こ
と

な
ど
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
は

①
国
民
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
民
有
林
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
治
山
事
業
を
展
開
す
る
②

渓
流
生
態
系
の
保
全
な
ど
に
配
慮
し

た
工
事
を
実
施
す
る
③
木
材
の
需
要

拡
大
に
資
す
る
よ
う
、
木
材
を
活
用

し
た
工
法
等
を
推
進
す
る
の
３
つ
を

柱
と
し
治
山
対
策
の
展
開
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
22
年
７
月
の
集
中
豪
雨
は
、

九
州
地
方
（
佐
賀
・
長
崎
・
都
城
・

宮
崎
南
部
・
鹿
児
島
・
北
薩
・
大
隅

管
内
各
署
）
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

特
に
、
佐
賀
森
林
管
理
署
管
内
の

佐
賀
県
神
埼
郡
吉
野
ヶ
里
町
で
は
、

森
林
基
幹
林
道
蛤
岳
横
断
線
の
道
路

法
面
を
源
頭
部
と
す
る
土
砂
崩
壊
が

発
生
、
土
石
流
は
約
１
１
０
０
㍍
下

流
の
犬
井
谷
川
に
ま
で
達
し
ま
し
た
。

こ
の
災
害
は
、
人
家
や
県
道
な
ど

に
甚
大
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
人
的
被
害
が
発
生
し
な
か
っ

た
こ
と
は
、
奇
跡
的
な
こ
と
で
あ
っ

た
と
考
え
ま
す
。

こ
の
災
害
復
旧
は
、
連
携
を
図
り

取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
が
重
要
な
こ

と
か
ら
、
災
害
発
生
当
初
か
ら
佐
賀

森
林
管
理
署
、
佐
賀
県
お
よ
び
地
元

吉
野
ヶ
里
町
な
ど
の
関
係
機
関
が
幾

度
と
な
く
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
合

同
に
よ
る
地
元
説
明
会
を
行
う
な
ど

の
取
り
組
み
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

佐
賀
森
林
管
理
署
で
は
、
地
元
の

方
々
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
本
年
度
中
に
災
害
復
旧
工
事

を
発
注
し
、
一
日
で
も
早
い
完
成
を

目
指
し
日
夜
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

近
年
、
生
態
系
保
全
に
対
す
る
国

民
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
当

- 12 -

集中豪雨により発生した被害状況（佐賀県吉野ヶ里町）

は
じ
め
に

民
・
国
連
携
に
よ
る
災
害

復
旧

木
材
の
需
要
拡
大
と
渓
流

生
態
系
に
配
慮
し
た
治
山

工
事
の
取
組

鹿児島県霧島町で発生した複数の崩壊地（鹿児島署）

平成21年7月、集中豪雨により被災した国道385号線の被

災直後（写真：上）。当被災地は、福岡県と連携し平成2

2年3月には復旧（写真：下）


